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番 年 月 日 
発見場所 貰い人 貰い人の養育理由 備考（捨て子死亡など） 
捨て子の性
別（実子と
性別が異な
る場合＊） 
小林家文
書目録文
書番号 
扇子屋清五郎、女房とめ（御
池通5丁目） 
前年12月出生の倅、10月中
死亡 
百姓与八、女房（摂州領浄土
寺寺門） 
10月出生の女子死亡、将来
は現在4歳の息子と夫婦に 
津邦久兵衛・女房幸（南綿町
笹屋太四郎借家） 
倅、熊治郎を9月29日に亡くし
たため 
能登屋平蔵、女房むめ（幸町
播磨屋忠四郎借家） 
4月12日出生の女子死亡の
ため 
百姓佐吉・女房そよ（河州若
江郡中小坂村） 
前年10月21日出生の男子が
本年7月5日病死、ほかに14
歳の女子あり 
池田屋徳兵衛・女房もと（吉
田町播磨屋利兵衛借家） 
弘化4年11月18日出生の男
子徳松が嘉永元年3月20日
に死亡したため 
百姓清兵衛・女房もと（摂州
川辺郡塚口村） 
嘉永3年8月出生の男子が12
月下旬に病死したため 
河内屋佐兵次・女房とみ（摂
州西成郡難波村東之丁） 
嘉永5年11月出生の女児、嘉
永6年2月病死のため 
御頼塚屋豊吉・女房たけ〈摂
州川辺郡伊丹植松村） 
6月出生の男子が7月に病死
したため 
百姓三郎兵衛・女房うの（摂
州川辺郡高田村） 
9月出生の女子が10月病死
したため 
文久元年発病、11月3日、驚
風病で死亡 
安政元年12月24日発病、安
政2年1月7日死亡 
「藤吉」と命名、疳疾にかか
り10月29日死亡 
「はな」と命名、弘化4年13日
疱瘡のため死亡 
「とよ」と命名、11月18日発瘡、
19日死亡 
文久3年正月3日腫物発病、2
月10日に死亡 
2月18日肝労発病、胎毒が出
て2月24日に死亡 
10月25日疱瘡発病、11月17日
驚風・虫病おこり死亡 
丹波屋与市（近衛殿御家領
摂州川辺郡植松村） 
文久元年９月出生の男子、文
化２年７月病死のため 
百姓清五郎（摂州西成郡加
嶋村） 
同年1月出生の子が8月に病
死したため 
百姓五郎兵衛・女房かね（摂
州川辺郡小中嶋村） 
文久2年7月出生の女子が12
月病死したため 
百姓平吉・女房さき（摂州川
辺郡戸之内村） 
8月出生の女子、同月に死亡
したため 
男 
女 
女（死亡）＊ 
女（死亡） 
男（死亡） 
男 
男＊ 
女（死亡） 
女＊ 
男（死亡）* 
女 
女（死亡） 
女（死亡） 
男（死亡）＊ 
男子 
女子 
男子 
女子 
男子 
男子 
男子 
女子 
男子 
女子 
男子 
？ 
女子 
女子 
当歳  
当歳  
当歳  
当歳  
当歳  
2歳 
当歳  
2歳 
当歳  
2歳 
2歳 
当歳  
2歳 
当歳 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14
表２　小林家文書の捨て子記事中、実子を亡くして捨て子を貰い受けた事例（大阪市立図書館所蔵、小林家文書より） 
１７８２（天明２）年 
１月１３日 
１８１３（文化１０）年
閏１１月１１日 
１８１４（文化１１）年 
９月２８日 
１８４６（弘化３）年 
８月２９日 
１８４７（弘化４）年 
６月２８日 
１８４８（弘化５）年 
２月晦日 
１８５１（嘉永４）年 
２月２０日 
１８５３（嘉永６）年 
３月６日 
１８５９（安政６）年 
８月５日 
１８６０（万延元）年
１２月１２日 
１８６２（文久２）年 
８月９日 
１８６２（文久２）年 
１０月１７日 
１８６３（文久３）年 
１月２３日 
１８６３（文久３）年 
９月２５日 
銭屋長兵衛借家
（御池通5丁目） 
銭屋長左衛門軒下
（御池通5丁目） 
高津屋卯八貸屋
（小浜町） 
幸町5丁目日吉橋南
詰大通 
奈良屋忠兵衛居宅
軒先（御池通5丁目） 
日向屋藤九郎借家ろ
うじ（御池通６丁目） 
河内屋重右衛門居宅
軒先（御池通5丁目） 
瀬戸屋九蔵居宅軒
先（御池通5丁目） 
和泉屋利三郎居宅
軒先（御池通5丁目） 
分銅屋英助支配借家
露地（御池通5丁目） 
和泉屋美ち 
（御池通5丁目） 
奈良屋忠兵衛借家
軒下（御池通5丁目） 
奈良屋忠兵衛借家
軒下（御池通5丁目） 
奈良屋忠兵衛借家
軒下（御池通5丁目） 
生後10ヵ月 
生後1ヵ月 
 
生後4ヵ月 
生後8ヵ月 
生後4ヵ月 
生後4ヵ月 
生後3ヵ月 
生後1ヵ月 
生後1ヵ月 
生後10ヵ月 
生後7ヵ月 
生後5ヵ月 
生後1ヵ月
未満 
雑・捨子
134－１ 
134－9 
捨子・迷子
135－1 
134－5 
135－2 
135－3 
134－8 
135－5 
134-13 
134-14 
雑件5－2 
134-15 
134-15 
捨子・迷子
135－7
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図４　捨て子の貰い先
表７　貰い人住所一覧
住友家文書　　＊太字は現住所（図４の□）
１、摂州東成郡天王寺村西堀越町大工善右衛門借家河内屋市兵衛：大坂市天王寺区
２、南綿町油屋利兵衛かしや今津屋久兵衛：大阪市南区
３、南瓦町伊勢屋次郎吉借家八百屋京蔵：大阪市南区
４、摂州東成郡猪飼野村百姓九平衛：大坂市生野区
５、摂州西成郡山口村百姓利平衛：大阪市東淀川区
６、摂州河辺郡浜村百姓市右衛門：大阪市鶴見区
７、摂州東成郡木野
こ の
村百姓弥八：大坂市天王寺区
８、摂州東成郡天王寺村梶川町瓦屋喜平衛借家百姓長七：大坂市天王寺区
９、摂州東成郡今里村百姓源右衛門：大阪市淀川区
10、摂州東成郡大今里村百姓又右衛門：大阪市東成区
11、岸本茂十郎代官所河集若江郡川俣村百姓久佐衛門：東大阪市
12、大久保加賀守様御領分河州若江郡山本新田百姓孫兵衛：堺市
13、久世長門守様領分泉州大島郡東山新田百姓朝右衛門：堺市
14、岸本武大夫代官所河州松田郡諸口村（注：茨田郡諸口村）百姓作平衛：大阪市鶴見区
15、摂州西成郡加嶋村百姓仁兵衛：大坂市淀川区
16、摂州川辺郡東長州村百姓七兵衛：尼崎市
17、河州丹北郡矢田部村百姓冶右衛門：大阪市東住吉区
小林家文書　＊太字は現住所（図４の○）
１、御池通５丁目扇子屋清五郎、女房とめ：大阪市西区
２、摂州領浄土寺寺門（百姓与八、女房）：大阪市住吉区
３、南綿町笹屋太四郎借家津邦久兵衛・女房幸：大阪市南区
４、同町内播磨屋忠四郎借家能登屋平蔵、女房むめ：大阪市南区
５、河州若江郡中小坂村百姓佐吉・女房そよ：東大阪市
６、吉田町播磨屋利兵衛借家池田屋徳兵衛・女房梅：大阪市西区
７、摂州川辺郡塚口村百姓清兵衛・女房もと：尼崎市
８、摂州西成郡難波村東之丁河内屋佐兵次・女房とみ：大阪市南区
９、摂州川辺郡伊丹植松村御頼塚屋豊吉・女房たけ：八尾市
10、摂州川辺郡高田村百姓三郎兵衛・女房うの：堺市
11、近衛殿御家領摂州川辺郡植松村丹波屋与市：八尾市
12、摂州西成郡加嶋村百姓清五郎：大坂市淀川区
13、摂州川辺郡小中嶋村百姓五郎兵衛・女房かね：尼崎市
14、摂州川辺郡戸之内村百姓平吉・女房さき：尼崎市
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表８　捨て子の里親候補者事例（小林家文書） ＊貰い親は太字
事例１（事例番号５）
弘化４年（1847）６月28日　奈良屋忠兵衛居宅軒先　当歳の男の捨て子
口入　松屋半兵衛
①摂州鴨下郡吹田村　百姓安治郎（31歳）、女房みつ（30歳）
弘化４年２月20日出生の女子、７月11日病死（生後４ヵ月）、乳沢山あり
②河州若江郡中小坂村　百姓佐吉（45歳）、女房そら（40歳）
弘化３年10月21日男子出生、弘化4年7月7日病死（生後8ヵ月）、乳沢山あり、他に10歳の
女子１人あり
③摂州西成軍光龍寺　百姓岩一（35歳）、女房ふき（30歳）
④摂州西成郡　御弊嶋村百姓　宇平衛（39歳）、女房みき（30歳）
弘化４年２月出生の女子、７月２日に死亡（生後５ヵ月か）
⑤松山町大和屋平兵衛借家　安田屋弥平衛（39歳）、女房みつ（33歳）
弘化4年2月5日出産の女子、２月15日病死（生後10日）、乳沢山あり、他に子なし
⑥泉州大島郡毛穴村　百姓吉郎平衛
事例２（事例番号６）
弘化５年（1848）２月晦日　日向屋藤九郎借家ろうじ（御池通６丁目）２歳の男の捨て子、
口入（京町堀４丁目）けたや
①池田屋徳兵衛、女房もと
②百姓佐兵衛（38歳）、女房ゆき（33歳）
同年正月男子出産、２月上旬死亡（生後２ヵ月）、乳沢山あり、「男子入用」
③百姓善兵衛（40歳）、女房とみ（32歳）
同年正月出生の子、下旬に病死（生後１ヵ月未満）、乳沢山あり、「男子入用」
④百姓庄蔵（33歳）、女房むめ（27歳）
娘死に、乳沢山あり、「男子入用」
事例３（事例番号７）
嘉永４年（1851）２月20日　河内屋重右衛門居宅軒先口当歳の男の捨て子
口入　備後５丁目、明石屋貴兵衛　　捨て子貰い口三軒とも神崎渡し向い在所
①摂州川辺郡清水村百姓清吉（43歳）、女房（38歳）
嘉永３年５月実子出産、嘉永4年正月上旬病死（生後８ヵ月）、乳沢山あり
②摂州川辺郡塚口村百姓清兵衛（46歳）女房もと（42歳）
嘉永３年８月実子出産、12月下旬病死（生後４ヵ月）「乳汁今ニ沢山ニ御座候」
③摂州川辺郡額田村百姓茂兵衛（32歳）、女房とよ（28歳）
嘉永4年正月上旬出生の女子、正月下旬病死（生後１ヵ月未満）
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